
： ①

②

方向性 合理的配慮や差別と感じたことなどについて検討し、事例集を作成する（好事

例・対応に困った事例など）

タイムリーではないが、好事例や困った事例の検討を積み上げ、検討結果を公開

していく事で、市民や事業所にとっての相談ツール兼啓発ツールとして連絡会を

運用していく

会議の流れ（案）

合理的配慮等の事例提

出書式を作成

作成した提出用紙を用いて委

員の選出母体や関係機関等か

ら事例を提出してもらう

事例提出書式の

改善

完成した事例提出書式用いて、

誰でも事例を提出できる仕組

みを作る

提出された事例について、事

例を選び「どのような対応が

可能か」や「対応の良かった

点」などを検討する

検討した事例を公開する仕組

みを作る（ＨＰ、印刷物な

ど）

検討結果を公開する

市民や企業・事業所等が参

考にできる

様々な立場の委員が検討

することで、より実行可

能な対応例ができる

専門的な相談先と

して市民や企業が

活用できる

成果物を学校に配布し、子

どもへの啓発・教育に活用

できる


